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【…１．我が国の高校教育現場および教員養成の現状…】
①高校教育現場の現状

平成最後の年を迎える中、我が国は科学技術の進
歩や情報化、グローバル化、少子高齢化、知識基盤
社会の到来など急速に社会が変化している。特に少
子化については教育現場に大きく影響を与えており、
1989 年度（平成元年度）で 11,878 学科 5,637,947 名で
あった高等学校の学科数及び生徒数だが、2018 年度

（平成 30 年度）では 9,300 学科 3,226,017 名となって
おり、平成の世だけでそれぞれ 21.7%、42.8% 減少し
ている。本学教職課程において多くの教員を輩出して
いる教科商業科だが、この商業科では更にその影響が
色濃く現れている。商業に関する学科数及び生徒数は
1,524 学科 588,741 名から 969 学科 190,675 名とそれぞ
れ 36.4%、67.6% 減少しており、高等学校全体と比較
しても突出した数値であることがわかる。（図 1）事実、
普通科の学科数及び生徒数の減少率は 16.1%、43.5%、
農業に関する学科数及び生徒数は 42.6%、49.1%、工
業は 31.6%、49.7% となっており、特に商業に関する
生徒数が激減していることは明らかである。

②教員養成の現状
生徒数の減少は教員の採用数にも大きく影響を与

えている。高等学校教員数を比較すると、1990 年に
286,006 名だった教員数は、2018 年には 18.2% 減とな
る 233,925 名となっており、その影響の大きさが伺え
る。ただし、1951 年から 1958 年に生まれた世代、い
わゆる「ポスト団塊世代」の退職時期と重なったこと
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図１　 高等学校における商業に関する学科数および生徒数の推移
出典：	政府統計の総合窓口（e-Stat）、文部科学省「学校基本調査」、最終閲覧日2019 年 1月13日（1989〜 2018 年度データを基

に筆者が作成）
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もあり、この 10 年ほどの採用者数は従前より増加傾
向にあり、教員採用選考試験の競争率も減少傾向にあ
る。（図 2）また、「官民反比例の法則」とも呼ばれる
ように、民間企業の採用が好調な場合は教員採用選考
試験の競争率は減少する傾向にあり、大学生の「売り
手市場」と呼ばれる近年の状況は、教員志望者数に大
きく影響を与えている。正規の教員には比較的採用さ
れやすくなっているものの、講師（常勤または非常勤）
の成り手がいない。これが「教員が不足している」と
言われる所以である。

一方で、教員が生徒や保護者、社会等から求められ
るものは年々大きくなっている。中央教育審議会から
優れた教員の条件として、教職に対する強い情熱、教
育の専門家としての確かな力量、総合的な人間力が求
められているだけでなく、実際の教育現場では授業の
実施とその準備、学級運営、生徒指導、進路指導、校
務分掌、部活動、保護者対応など多岐に渡る仕事を全
うしなければならい。そのため、教員養成においては

「即戦力」となる、実践的指導力のある教員の輩出が
急務となっている。

図２　公立学校教員採用選考試験の実施状況（高等学校のみ）
出典：	文部科学省、「公立学校教員採用選考試験の実施状況」、最

終閲覧日2019年1月13日、（2003〜2017年度データを基
に筆者が作成）

【…２．本学における教職課程の実績…】
①卒業生教員数

これまで本学では、商業科、外国語科（英語）、情報科、
公民科注の教員を多数輩出してきた。特に商業科教員
については毎年 10 名前後を輩出しており、本学卒業
生教員の研究会である「千葉商科大学教育研究会」に
400 名以上登録していることから、未登録者数も含め
た現役教員は 500 名前後に上ると予測されている。全
国で約 9,600 名の教員が教科商業科の免許状（専修ま
たは 1 種）を所持していることから、約 5% が本学卒
業生教員であり、全国的に見ても大きな割合を占めて
いることがわかる。また、本学卒業後に科目履修生等
を経て小学校教員免許を取得し、小学校で教鞭を取る
ものも一定数存在する。

②教員採用選考試験合格者数の推移
教員採用選考試験における本学関係者のトレンドに

ついて、ここ数年で著しく変化が起きている。その変
化とは、次の通りである。（図 3）
・	 1 次選考合格者が、大学 4 年生、卒業後 3 年以内の

講師を中心に 20 名前後に増加。
・	 2 次選考合格者が 10 人以上に増加。
・	 大学4年生の2次選考合格者をコンスタントに輩出。
・	 私学の教員採用選考試験を受験、合格する大学 4 年

生をコンスタントに輩出。（図 3 には未記載）
全国の 2018 年度商業科教員採用者 172 名（2018 年

度高等学校産業教育担当指導主事連絡協議会聴取資料
より）のうち 11 名（6.4%）が本学関係者だが、その
うち 7 名が卒業 3 年以内の講師（卒業 1 年目：4 名、
2 年目：2 名、3 年目：1 名）で占められていた。「卒
業 1 年目の講師」というカテゴリーが最も合格者が多
いという特徴が出ているが、これは偶然ではなく、本
学教員養成システムが大きく変わった学年（2012 年
度入学生）であることが大きく関係していると考えら
れる。事実、この学年は大学 4 年生時に 6 名が 1 次試
験に合格、うち 3 名が 2 次試験に合格している。
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図３　公立学校教員採用選考試験における本学の実績
（大学生および卒業生への聞き取り調査結果等を基に筆者が作成）
＊この年度は卒業生への聞き取り調査が未実施

【…３．CUCの教員養成システム…】
では、どのようなシステムが教職課程にて実施され

たことで、学生は学力だけでなく実践的指導力も身に
つけ、採用を掴み取っているのか。実際に行われてい
る 6 つの教職イベントを紹介する。

① 1年生向け教職ガイダンス（参加必須）
入学したばかりの大学 1 年生向けに行われるイベン

トで、4 月と 9 月に実施している。本学教職課程のシ
ステムやこれからのスケジュールなど、教職課程の基
礎基本を指導しており、教職課程に登録するためにも
参加が義務付けられている。今年からは 12 月にも開
催し、教職課程が本格化する 2 年生以降に向けて先輩
である 3・4 年生から個別でアドバイスを行う内容と
なっている。

②教職研究会（参加必須）
毎年 11 月下旬から 12 月上旬に開催される 2 〜 4 年

生を対象とする研究会で、教育実習および教員採用選
考試験に関する情報を共有することを目的とする。そ
の年の教員採用選考試験に合格した 4 年生や卒業 3 年
以内の講師を中心にワールド・カフェ形式で話し合い
を進めていく。

③教員採用選考試験対策講座（参加必須）
2 月に行われるアクティブ・ラーニング形式の対策

講座と 6 月下旬に行わる講義形式の直前対策講座が
ある。前者は、3 年生対象に実施されるグループ活動
で、与えられた教職に関するテーマについて研究を行
い、他の 3 年生に対して授業を実施するというもので
ある。「教えることで学ぶ」を実践し、教員採用選考
試験に関する知識を深めていく。後者は、4 年生対象
に実施される講義で、教員採用選考試験の直前に実施
される。一般教養、教職教養、専門教養（商業）に関
する講座を 10 日間（1 日 2 講座）実施し、受験生で
ある 4 年生の知識の底上げを図り、教員採用選考試験
での高得点を目指す。

④教職インターンシップ（参加任意）
2014 年度からスタートしたイベントで、3・4 年生

対象に実施している。教職インターンシップは、他大
学などでは学校インターンシップやスクールインター
ンシップなどといった名称で行われており、長期間に
わたり継続的に学校現場で体験活動を実施し、学問知
と実践知の往還による「実践的指導力」の育成を目指
すものである。本学では 10 〜 11 月（2 ヶ月間）で船
橋市立船橋高等学校（2014 年度〜、商業）、東京都立
第三商業高等学校（2018 年度〜、商業・外国語（英語））
の 2 ヶ所で実施している。

⑤教職勉強会（参加任意）
2014 年度からスタートした勉強会で、3・4 年生対

象に、商業科に限り、実施している。1 回 3 時間の講
座を週 2 〜 3 日で実施しており、教員採用選考試験や
IT パスポート試験、全国商業高等学校協会主催検定
等の過去問題を活用した演習・解説や授業実践などを
行い、採用試験に合格するための「知識・技術」の伝
達だけでなく、「実践的指導力」の育成も行っている。
近年の採用試験合格者のほとんどが、この会で学んだ
者たちである。
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⑥千葉商科大学教育研究会（参加任意）
本学卒業生教員のみが入会できる研究会で、年 1 回、

夏季に会員対象の大会を開催し、教育に関する新たな
学びを会得するための講演や発表等を実施している。
卒業生教員には校長など管理職に就かれている方も多
く、研究会を通じて世代を超えた「つながり」を持つ
ことで、教員採用選考試験だけでなく、今後の教員人
生におけるさまざまな恩恵を享受することができる。

写真　船橋市立船橋高等学校「教職インターンシップ」開講式の様子

【…４．今後の展望…】
即戦力となる、実践的指導力を持つ教員を育成する

ためのシステムを構築し、若い教員を輩出しているが、
大きな課題も抱えている。その課題とは、学生たちの

「教育に対する情熱」だけは生み出すことができない
こと、である。情熱を「炎」であらわすならば、この

「炎」を大きくするための薪、「炎」を他の場所に移動
させるためのトーチといった道具やその使用方法など
を教員は持ち合わせているが、そもそも「炎」がなけ
れば道具も方法も意味をなさなくなってしまう。

その課題を解決するため、本学教職課程では来年度
からシステムを大きく変更する予定となっている。こ
れまでは 1 年生秋学期からスタートしていた教職課程
を、春学期からに前倒しすることで、入学時に持って
いた情熱が教職課程開始までの半年間で潰えてしまう
ことを防ぐねらいがある。

今後も学生たちの「教員になりたい」という純真な
想いを実現させるため、学生一人ひとりをさまざまな
視点から理解し、教職課程教職員一同でサポートして
いく所存である。

注　教科公民科の教員免許状については、2019 年度
をもって認可取り下げの予定である。
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